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活 動

建
物
災
害
共
済
事
業

　

町
村
有
建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の

所
有
す
る
建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法

第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の

委
託
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
全
国

自
治
協
会
が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町

村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村
会
）

の
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
基
盤
は
安
定
を

み
て
い
る
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
現
下
の
厳

し
い
経
済
・
社
会
情
勢
と
多
様
化
す
る
共
済

委
託
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め

制
度
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
共
済

委
託
町
村
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
十
四
年
度
の
収
支
状
況
は
、収
入
額

一
二
五
億
二
、四
四
七
万
余
円（
前
年
度
比

〇
・
三
％
増
）、支
出
額
九
四
億
五
八
万
余
円

（
前
年
度
比
六
・
四
％
減
）で
三
一
億
二
、三
八

九
万
余
円
の
剰
余
金
と
な
っ
た
。こ
の
剰
余

金
に
つ
い
て
は
、規
約
及
び
配
分
金
規
程
に

基
づ
き
、そ
の
二
分
の
一
を
運
営
準
備
積
立

金
に
繰
入
、二
分
の
一
を
都
道
府
県
町
村
会

に
配
分
金
と
し
て
支
出
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

　

平
成
十
四
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
�
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

受
託
件
数
は
四
〇
五
、
七
三
六
件
で
、
前

年
度
比
九
、
七
〇
七
件
（
二
・
五
％
）
の
増

と
な
っ
た
。
ま
た
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比

七
、
六
七
〇
億
余
円
（
二
・
二
％
）
増
の
三

五
兆
三
、
二
〇
五
億
余
円
と
な
っ
た
。
収
入

分
担
金
は
九
三
億
四
〇
四
万
余
円
で
前
年
度

実
績
九
一
億
五
、
一
九
九
万
余
円
に
比
し
一

億
五
、
二
〇
五
万
余
円
（
一
・
七
％
）
の
増

と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

　

平
成
十
四
年
度
の
罹
災
状
況
は
表
�
に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。建
物
共
済
に
お
け
る
罹

災
件
数
は
四
、
八
七
一
件
で
、
前
年
度
よ
り

八
二
五
件（
二
〇
・
四
％
）の
増
と
な
っ
た
。一

方
支
払
共
済
金
に
お
い
て
は
、
前
年
度
よ
り

一
億
九
、
二
六
五
万
余
円
（
六
・
四
％
）
減
の

二
八
億
二
、
八
七
五
万
余
円
と
な
っ
た
。な

お
、
収
入
分
担
金
九
三
億
四
〇
四
万
余
円
に

対
す
る
損
害
率
は
三
〇
・
四
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

　

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
表
�
の
と
お
り
で

あ
る
。
罹
災
件
数
は
依
然
と
し
て
学
校
関
係

施
設
に
お
い
て
多
い
が
、
支
払
共
済
金
及
び

用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
環
境
衛
生
施

設
が
高
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

用
途
別
の
一
罹
災
当
り
の
平
均
支
払
共
済

金
額
は
五
八
〇
、
七
三
四
円
と
な
っ
て
い
る
。

４
、
災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金
は
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

平
成
十
四
年
度
に
お
い
て
は
表
�
の
と
お
り

で
あ
る
。

５
、
諸
積
立
金

　

平
成
十
四
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金

（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備

積
立
金（
事
業
剰
余
金
の
二
分
の
一
の
積
立
）

町
村
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平

成

十
四
年
度

　

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
町
村
有
物
件

（
建
物
・
自
動
車
）
の
災
害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
七
月
三
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
、
平
成

十
四
年
度
事
業
概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
認
定
を
得
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。
町
村
週
報

へ
の
掲
載
は
、
町
村
有
物
件
災
害
共
済
規
約
の
『
地
方
自
治
法
同
条
第
二
項
に
定
め
る
通
知
お
よ
び
公
示
は
全
国

町
村
会
が
発
行
す
る
「
町
村
週
報
」
に
掲
載
し
て
、
こ
れ
を
行
う
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

表�　建物共済受託実績
増減率比較増減平成１３年度平成１４年度区　　　分

２．５％９，７０７件３９６，０２９件４０５，７３６件件 数

２．２７６７，０００，５７３千円３４，５５３，５９４，６６３千円３５，３２０，５９５，２３６千円共 済 責 任 額

１．７１５２，０５５，０８０円９，１５１，９９０，５０３円９，３０４，０４５，５８３円収 入 分 担 金

表�　建物共済罹災状況
増減率比較増減平成１３年度平成１４年度区　　　分

２０．４％８２５件４，０４６件４，８７１件件 数

△６．４△１９２，６５４，６０９円３，０２１，４０７，６３０円２，８２８，７５３，０２１円支 払 共 済 金

―△２．６％３３．０％３０．４％損 害 率

（注）　△印は減を示す。

表�　建物共済用途別罹災状況
損 害 率支 払 共 済 金件 数用 途 別

（ １４．７％ ）４．０％（ １３．２％ ）３７４，６０３，４９０円（ ２１．３％ ）１，０３８件学 校 関 係

建

物

共

済

（ ３９．３ ）２．５（ ８．２ ）２３０，６６２，９１１（ １０．３ ）５００役 場 庁 舎
（ ２８．６ ）１．０（ ３．３ ）９２，９３３，０８８（ １．３ ）６５医 療 施 設
（ ６６．５ ）４．１（ １３．６ ）３８５，２７１，８９９（ ４．５ ）２１７住 宅
（ １７．４ ）２．８（ ９．１ ）２５８，７８３，６０１（ １１．８ ）５７４社会文化施設
（ １９．６ ）１．９（ ６．３ ）１７８，１７７，１８０（ ７．８ ）３８１福 祉 関 係
（ ２６．０ ）３．７（ １２．１ ）３４１，７５６，３６２（ １７．５ ）８５３体 育 関 係
（ ９３．０ ）８．２（ ２７．１ ）７６５，５６０，１７２（ １４．８ ）７２３環境衛生施設

（ ２９．６ ）２．２（ ７．１ ）２０１，００４，３１８（ １０．７ ）５２０そ の 他

―３０．４（ １００．０ ）２，８２８，７５３，０２１（ １００．０ ）４，８７１合 計

（注）　損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（　）は各用途別区分収入に対す
る用途別の損害率である。

表�　建物共済災害見舞金給付状況
比較増減平成１３年度平成１４年度区　　　分

△３３０件４２４件９４件件 数

△３５０，３０６，２７９円４４９，５８０，３２４円９９，２７４，０４５円災害見舞金給付金
（注）　△印は減を示す。

表�　消防設備資金融資
本年度末貸付残金償 還 済 額貸 付 額貸付件数貸付年度

７５４，５９６，０００円３，８３８，４０４，０００円４，５９３，０００千円２８３件平成８年度

１，５５０，８８８，０００３，１４７，３１２，０００４，６９８，２００２８３平成９年度

２，３１９，８４６，０００２，３２０，８５４，０００４，６４０，７００２５７平成１０年度

３，０６６，９７６，０００１，５３４，５２４，０００４，６０１，５００２５３平成１１年度

３，７１５，０２０，０００７４３，９８０，０００４，４５９，０００２５６平成１２年度

４，２３８，１００，００００４，２３８，１００２６０平成１３年度

４，２５５，２００，０００７１，６００，０００４，３２６，８００２６１平成１４年度

１９，９００，６２６，０００１１，６５６，６７４，０００３１，５５７，３００１，８５３合 計
（注）平成１４年度の貸付条件は次のとおりである。

１．償還期限を資金を借受けた翌年度から７年以内
２．貸付利率は貸付期日により異なり、３月３日貸付分が０．４％、３月２５日貸付分が
０．３％である。
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活 動

の
総
額
は
五
〇
九
億
四
、
八
五
八
万
余
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金

二
八
七
億
三
、
八
一
六
万
余
円
、
運
営
準
備

積
立
金
二
二
二
億
一
、
〇
四
二
万
余
円
で
あ

る
。

６
、
消
防
設
備
資
金
融
資

　

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融

資
と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は

表
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

　

町
村
有
自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村

が
管
理
、
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ

た
損
害
及
び
自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済

委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を

相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
町
村
有
建
物
災
害

共
済
事
業
と
同
様
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三

条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の

規
定
に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、
昭
和
三
十

三
年
十
月
に
発
足
し
た
。
こ
の
間
、
共
済
委

託
町
村
な
ら
び
に
各
都
道
府
県
支
部
（
町
村

会
）
の
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
基
盤
は
安

定
を
み
て
い
る
。

　

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
内
容

の
拡
大
と
制
度
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
自
動
車
の
事
故
も
年
々
多
様
化

し
て
お
り
、
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
故
処

理
に
つ
い
て
は
査
定
専
門
員
を
配
置
し
、
査

定
体
制
の
強
化
を
図
り
早
期
か
つ
適
正
な
解

決
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
十
四
年
度
の
収
支
状
況
は
、
収
入
合

計
額
五
三
億
七
、
五
五
〇
万
余
円
（
前
年
度

比
一
・
九
％
増
）、
支
出
額
五
二
億
二
、
七

五
五
万
余
円
（
前
年
度
比
一
・
四
％
増
）
で

差
引
き
一
億
四
、
七
九
五
万
余
円
の
剰
余
金

と
な
っ
た
。
こ
の
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
規

約
及
び
配
分
金
規
程
に
基
づ
き
、
そ
の
二
分

の
一
を
運
営
準
備
積
立
金
に
繰
入
、
二
分
の

一
を
都
道
府
県
町
村
会
に
配
分
金
と
し
て
支

出
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、　

受
託
状
況

　

平
成
十
四
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
�
の

と
お
り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入

総
額
は
、
三
八
億
四
、
四
八
八
万
余
円
で
、

前
年
度
実
績
三
八
億
二
、
八
七
六
万
余
円
に

比
し
、
一
、
六
一
二
万
余
円
（
〇
・
四
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

　

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共

済
に
お
い
て
は
、
一
五
四
、
九
九
五
台
で
前

年
度
比
三
台
の
減
、
収
入
分
担
金
一
八
億

二
、
二
六
〇
万
余
円
で
、
前
年
度
比
一
九
八

万
余
円
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償
共
済

に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済
一
五
八
、
九
八

二
台
で
前
年
度
比
二
五
九
台
（
〇
・
二
％
）、

対
人
賠
償
共
済
一
五
八
、
五
五
六
台
で
、
前

年
度
比
三
九
三
台
（
〇
・
二
％
）
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済
一

二
億
二
、
九
四
八
万
余
円
で
前
年
度
比
一
、

四
三
六
万
余
円
（
一
・
二
％
）、
対
人
賠
償

共
済
七
億
九
、
二
七
九
万
余
円
で
、
前
年
度

比
三
七
四
万
余
円
（
〇
・
五
％
）
の
増
と
な
っ

た
。

２
、　

損
害
の
状
況

　

平
成
十
四
年
度
の
損
害
状
況
は
表
�
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
八
、
六
六
六

件
、
前
年
度
比
一
三
八
件
の
増
と
な
っ
た

が
、
対
物
賠
償
共
済
三
、
一
四
八
件
で
、
前

年
度
比
五
三
八
件
、
ま
た
対
人
賠
償
共
済
は

一
七
七
件
で
、
前
年
度
比
五
三
件
と
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
た
。

　

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
、
車
両
共
済
〇
・
二
％
、
対
物
賠
償
共

済
六
・
五
％
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
が
、
対

人
賠
償
共
済
は
一
六
・
三
％
と
増
加

し
た
。

３
、　

支
払
備
金

　

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が

未
請
求
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見
積

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）の
う
え
平
成

十
四
年
度
支
払
備
金
と
し
て
三
八
二

件
、
三
億
九
、
三
〇
九
万
余
円
を
計

上
し
た
。

４
、　

諸
積
立
金

　

平
成
十
四
年
度
末
に
お
け
る
基
金

積
立
金（
財
産
収
入
を
も
っ
て
造
成
）

及
び
運
営
準
備
積
立
金
（
事
業
剰
余

金
の
二
分
の
一
の
積
立
）
の
総
額
は

一
四
二
億
六
、
八
四
二
万
余
円
と
な

り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三

二
億
四
〇
〇
万
余
円
、
運
営
準
備
積

立
金
一
一
〇
億
六
、
四
四
一
万
余
円

で
あ
る
。

表�　平成１４年度建物災害共済事業損益計算書（概要）
利 益 の 部損 失 の 部

金 額科 目金 額科 目
円円

９，３０４，０４５，５８３１． 共済基金分担金収入１２，５０７，４１７１． 会 議 費

４４８，７３２，１５９２． 財 産 収 入６２２，６２６，１２６２． 事 務 所 費

２９８，４５７，１７１３． 他 会 計 繰 入 金５，８０４，４３９，５４０３． 事 業 費

２３１，０００４． 雑 収 入４４８，９６３，１５９４． 財 産 費

２，４７３，０１３，２６８５． 前年度責任準備金戻入２，５１２，０４５，２９９５． 次年度責任準備金繰入

３，１２３，８９７，６４０６． 諸 支 出 金

１２，５２４，４７９，１８１合 計１２，５２４，４７９，１８１合 計

表�　自動車共済損害状況

合 計
賠 償 共 済

車 両 共 済区 分
対 人対 物

１１，９９１件１７７件３，１４８件８，６６６件件 数平
成　

年
度

１４ ２，０６０，３２９，３５９円３２３，０１２，６３３円５０７，０８２，０３６円１，２３０，２３４，６９０円支払共済金
（５３．６％）（４０．７％）（４１．２％）（６７．５％）損 害 率
１２，４４４件２３０件３，６８６件８，５２８件件 数平

成　

年
度

１３ ２，００６，９１８，０２５円１９２，４７１，９２６円５７９，１１９，４２１円１，２３５，３２６，６７８円支払共済金
（５２．４％）（２４．４％）（４７．７％）（６７．７％）損 害 率
△４５３件△５３件△５３８件１３８件件 数比

較
増
減（
％
）

５３，４１１，３３４円１３０，５４０，７０７円△７２，０３７，３８５円△５，０９１，９８８円支払共済金

（１．２％）（１６．３％）（△６．５％）（△０．２％）損 害 率
（注１）　損害率＝支払共済金／収入分担金
（注２）　△印は減を示す。

表�　平成１４年度自動車損害共済事業損益計算書（概要）
利 益 の 部損 失 の 部

金 額科 目金 額科 目
円円

３，８４４，８８３，６７０１． 共済基金分担金収入５，２６２，４６７１． 会 議 費

１２０，０５５，７７２２． 財 産 収 入１８３，７５２，４７６２． 事 務 所 費

３１６，１１７３． 雑 収 入３，５０８，９００，９８３３． 事 業 費

１，４１０，２５２，４４０４． 前年度責任準備金戻入１２０，３７１，８８９４． 財 産 費

１，４０９，２７０，１２２５． 次年度責任準備金繰入

１４７，９５０，０６２６． 諸 支 出 金

５，３７５，５０７，９９９合 計５，３７５，５０７，９９９合 計

表�　自動車共済受託実績

合 計
賠 償 共 済

車 両 共 済区 分
対 人対 物

４７２，５３３台１５８，５５６台１５８，９８２台１５４，９９５台台 数平
成　

年
度

１４
３，８４４，８８３，６７０円７９２，７９９，９９０円１，２２９，４８１，３３０円１，８２２，６０２，３５０円収入分担金

４７１，８８４台１５８，１６３台１５８，７２３台１５４，９９８台台 数平
成　

年
度

１３
３，８２８，７６３，６４０円７８９，０５３，９００円１，２１５，１２１，１００円１，８２４，５８８，６４０円収入分担金

６４９台３９３台２５９台△３台台 数
比
較
増
減（
％
）

（０．１％）（０．２％）（０．２％）（０．０％）
１６，１２０，０３０円３，７４６，０９０円１４，３６０，２３０円△１，９８６，２９０円収入分担金 （０．４％）（０．５％）（１．２％）（△０．１％）

（注）　△印は減を示す。
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本
誌
第
二
四
五
六
号（
十
月
二
十
日
付
）

で
私
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ
み
た
い
に
八
時

間
以
上
ぐ
っ
す
り
途
中
で
目
覚
め
る
こ
と

の
な
い
睡
眠
」
を
理
想
・
正
常
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
。
大
人
の
睡
眠
は
ち
ょ
っ

と
浅
め
が
普
通
、
そ
う
考
え
る
こ
と
で
改

善
す
る
「
不
眠
症
」
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
と
い
う
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
気
持
ち
の
切
り
替

え
だ
け
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
「
不
眠

症
」
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「
治
療
が
必

要
な
不
眠
症
の
あ
な
た
」
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

▼
不
眠
治
療
の
考
え
方

　

た
と
え
ば
細
菌
感
染
症
に
伴
う
発
熱
の

治
療
で
は
、
発
熱
だ
け
に
着
目
し
て
解
熱

剤
の
み
を
投
与
す
る
の
は
ま
ず
い
の
で

す
。
熱
が
上
が
り
す
ぎ
て
苦
し
い
場
合
、

解
熱
剤
の
併
用
は
や
む
を
え
な
い
と
し
て

も
、
適
切
な
抗
生
物
質
を
使
っ
て
発
熱
の

原
因
で
あ
る
細
菌
感
染
を
治
療
す
る
こ
と

を
考
え
る
の
が
臨
床
の
定
石
で
す
。
感
染

症
に
伴
う
発
熱
は
、
病
原
体
と
生
体
の
免

疫
機
能
が
戦
っ
て
い
る
結
果
な
の
だ
か

ら
、
無
理
矢
理
抑
え
る
と
病
気
の
回
復
自

体
に
は
悪
影
響
が
あ
る
、
と
い
う
考
え
方

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
様
に
不
眠
の
も
と
に
な
っ
て

い
る
病
気
が
あ
る
な
ら
、
そ
ち
ら
の
治
療

を
優
先
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
う
つ
病
、
統
合
失
調
症
、
な

ど
で
す
。
ま
た
「
不
眠
」
と
い
う
と
心
療

内
科
・
精
神
科
の
領
域
と
感
じ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
耳
鼻
科
的
な
治
療
が
有
効
な

こ
と
も
あ
る
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」

と
い
っ
た
病
気
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

う
つ
病
・
う
つ
状
態
に
伴
う
も
の
は
そ

う
い
っ
た
不
眠
の
代
表
で
、
開
業
医
の
私

も
拝
見
す
る
機
会
が
多
い
も
の
な
の
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
ま
す
。

　

う
つ
病
に
見
ら
れ
る
不
眠
の
典
型
的
な

パ
タ
ー
ン
は
「
寝
つ
き
の
悪
さ
は
さ
ほ
ど

で
も
い
い
が
、
朝
早
く
目
覚
め
て
し
ま
い

起
き
抜
け
の
気
分
が
よ
く
な
い
（
早
朝
覚

醒
）」と
い
う
も
の
で
す
。
こ
ん
な
タ
イ
プ

の
不
眠
に
は
、
抗
う
つ
剤
が
よ
く
効
き
そ

う
で
す
。
と
も
か
く
、
う
つ
病
に
伴
う
不

眠
症
状
な
ら
ば
、
う
つ
病
自
体
に
対
す
る

治
療
が
大
切
な
の
で
す
。

　

私
も
含
め
た
日
本
の
精
神
科
医
は
、
不

眠
症
を
伴
う
う
つ
病
の
治
療
に
あ
た
っ

て
、
抗
う
つ
剤
に
睡
眠
導
入
剤
の
類
を
併

用
す
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
海
外
に

留
学
し
臨
床
研
修
さ
れ
た
先
生
方
の
お
話

で
は
、
抗
う
つ
剤
に
よ
る
治
療
に
睡
眠
導

入
剤
の
併
用
は
滅
多
に
さ
れ
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

つ
ま
り
「
睡
眠
導
入
剤
を
使
っ
て
し
ま

う
と
、
そ
の
患
者
の
睡
眠
障
害
の
改
善
が

う
つ
状
態
の
改
善
に
伴
う
も
の
で
あ
る
か

否
か
判
断
で
き
な
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
、
抗
う
つ
剤
は
効
果
が
表
れ
る
の

が
遅
い
薬
で
も
あ
り
ま
し
て
、
効
い
て
く

る
ま
で
の
つ
な
ぎ
的
な
睡
眠
導
入
剤
の
併

用
は
意
味
が
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
。

▼
睡
眠
導
入
剤
と
の
つ
き
合
い
方

　

一
方
さ
し
た
る
基
礎
疾
患
は
顕
著
で
な

い
け
れ
ど
、
眠
れ
な
い
と
い
う
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
に
は
軽
く

睡
眠
導
入
剤
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
睡
眠
導
入
剤
の
副
作
用
を
過
度
に
恐

れ
て
い
る
方
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
皆
無

と
い
っ
た
ら
ウ
ソ
に
な
り
ま
す
が
、
現
在

主
流
の
睡
眠
導
入
剤
は
、
依
存
性
な
ど
の

副
作
用
が
一
昔
前
の
も
の
と
比
べ
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
睡
眠
導
入
剤
に
限
ら
ず
、

す
べ
て
の
薬
は
「
使
わ
な
い
で
す
め
ば
そ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」
の
で
す
が
、

使
お
う
か
使
う
ま
い
か
葛
藤
し
て
か
ら
結

局
飲
む
、
と
い
う
の
は
あ
ま
り
賢
い
使
い

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
葛
藤
そ
れ

自
体
が
睡
眠
を
妨
げ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
り
あ
え
ず
し
ば
ら
く
の
間
は
、
き
ち

ん
と
飲
ん
で
し
ま
う
ほ
う
が
む
し
ろ
ト
ー

タ
ル
の
薬
用
量
が
少
な
く
て
す
む
と
感
じ

て
い
ま
す
。「
飲
ま
な
き
ゃ
眠
れ
な
い
」の

で
は
な
く
「
飲
め
ば
眠
れ
る
」
と
い
う
考

え
方
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

拙
文
で
は
「
睡
眠
導
入
剤
」
と
ひ
と
く

く
り
に
書
き
ま
し
た
が
、
作
用
時
間
の
長

い
も
の
、
短
い
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
タ
イ

プ
は
あ
り
ま
す
。
使
っ
て
み
て
不
愉
快
な

感
覚
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
遠
慮
な
く

処
方
し
た
医
者
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
て
く

だ
さ
い
。。
よ
り
よ
い
選
択
肢
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
睡
眠
に
関
す
る
不
全
感

は
、
患
者
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
わ
な
い
と

わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
の
で
。

眠
れ
な
い
あ
な
た
へ

眠
れ
な
い
あ
な
た
へ

〔
　
〔

ｰーパ

ト
２
〕

パ 
ト
２
〕下

田
医
院
・
院
長

下
田
医
院
・
院
長

下

　

下

田

哲

也

田

哲

也
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倶
知
安
町
と
ニ
セ
コ
町
は
、
公
共

施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
ぶ
地
域

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
共
同
で
構
築
し

て
い
く
。
両
町
に
ま
た
が
る
ニ
セ
コ

ア
ン
ヌ
プ
リ
岳
山
ろ
く
の
リ
ゾ
ー
ト

地
域
で
の
一
体
的
な
観
光
情
報
の
提

供
に
役
立
て
て
い
く
ほ
か
、
役
場
や

消
防
署
、
学
校
な
ど
も
接
続
し
、
情

報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

�

�

　

村
は
、
村
内
の
農
家
が
昭
和
初
期

ま
で
生
産
し
て
い
た
あ
け
び
油
の
再

商
品
化
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。明
治
時
代
の
木
製
搾
油
機
を
地

元
民
家
で
発
見
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
自
動
搾
油
機
を
発
注
。観
光
振
興

や
物
産
開
発
の
第
三
セ
ク
タ
ー
「
ク

リ
オ
ン
」
が
中
心
に
な
っ
て
量
産
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、
天
然
ガ
ス
を
産
出
す
る
強

み
を
生
か
し
、
町
の
公
用
車
と
し
て

環
境
に
優
し
い
天
然
ガ
ス
車
を
導
入

し
た
。
県
内
で
は
初
め
て
の
導
入
と

な
る
た
め
、
ガ
ス
供
給
施
設
も
新
た

に
設
置
し
た
。
町
で
は
平
成
十
六
年

度
以
降
も
年
一
台
の
ペ
ー
ス
で
導
入

し
て
い
く
予
定
で
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
努
め
て
い
く
。

�

�

　

村
は
、
村
内
の
飲
食
店
か
ら
回
収

し
た
使
用
済
み
割
り
ば
し
を
再
生
紙

あ
け
び
油
の
再
商
品
化
を

研
究

秋
田
県

西
木
村

公
用
車
に
天
然
ガ
ス
車
を

導
入

山
形
県

余
目
町

使
用
済
み
割
り
ば
し
を

再
生
紙
に

茨
城
県

東
海
村

に
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

知
的
障
害
者
な
ど
が
回
収
し
た
割
り

ば
し
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
で
パ
ル
プ

化
し
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
再

生
紙
の
裁
断
等
を
行
っ
て
い
る
。
資

源
の
有
効
利
用
と
と
も
に
、
知
的
障

害
者
の
自
立
支
援
が
ね
ら
い
。

　

町
は
、
虚
偽
の
届
け
出
を
防
止
す

る
た
め
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
、
協
議

離
婚
な
ど
五
種
類
の
届
け
出
時
に
顔

写
真
と
氏
名
が
書
か
れ
た
公
的
機
関

発
行
の
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求

め
、
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
身

分
証
を
示
さ
な
い
場
合
は
名
義
人
に

受
理
を
通
知
し
て
お
り
、
虚
偽
の
届

け
出
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
町
内
の
保
育
所
や
福
祉
関

係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
こ
れ
ま

で
個
別
に
行
っ
て
い
た
子
育
て
支
援

事
業
を
一
本
化
し
、「
子
育
て
サ
ロ

ン
」を
実
施
し
て
い
る
。
サ
ロ
ン
は
、

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
〜
十
一
時
三

十
分
。
保
育
セ
ン
タ
ー
で
毎
回
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
親
子
に
よ
る
遊
び
や

交
流
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�

�

　

町
は
、
白
鳥
の
飛
来
地
の
近
く
に

「
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
」を
建
設

し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
木
造
一
部

二
階
建
て
で
、
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
白

鳥
が
飛
来
す
る
遊
水
池
を
見
渡
せ
る

ほ
か
、
観
光
客
の
休
憩
所
や
わ
さ
び

漬
け
作
り
な
ど
が
体
験
で
き
る
実
習

室
な
ど
を
設
け
る
。
年
内
の
完
成
を

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
実
施

富
山
県

福
岡
町

「
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設

長
野
県

明
科
町

目
指
し
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

町
は
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
振
興
策

の
一
環
と
し
て
、
若
者
に
人
気
の
あ

る
ウ
エ
ー
ク
ボ
ー
ド
が
楽
し
め
る
施

設
を
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎
内
に
整

備
し
た
。
ウ
エ
ー
ク
ボ
ー
ド
は
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
よ
う
な
板
を
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
で
け
ん
引
し
、
水
上
滑

り
を
楽
し
む
レ
ジ
ャ
ー
で
、
日
本
で

は
初
め
て
の
施
設
に
な
る
。

�

�

　

町
は
、
国
道
沿
い
の
花
壇
の
管
理

を
町
民
に
委
託
す
る
花
壇
オ
ー
ナ
ー

制
度
に
取
り
組
ん
で
い
る
。町
民
団

体「
花
壇
オ
ー
ナ
ー
ク
ラ
ブ
」に
入
会

し
た
町
民
は
、
花
壇
の
管
理
・
運
営

を
一
任
さ
れ
、
好
き
な
花
を
植
え
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
。町
は
オ
ー

ナ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
と
し
て
年

間
一
〇
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

�

�

　

バ
イ
オ
マ
ス
施
設
「
八
木
バ
イ
オ

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て

い
る
町
は
、
牛
の
ふ
ん
尿
を
堆
肥
と

電
気
に
変
え
る
過
程
で
発
生
す
る
消

化
液
を「
液
肥
」と
し
て
農
家
に
供
給

す
る
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
い
一
日
一

〇
ト
ン
程
度
の
消
化
液
を
販
売
す
る

モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

�

�

　

町
は
、
平
成
十
五
年
度
当
初
予
算

の
う
ち
町
民
の
生
活
に
結
び
つ
く
事

業
を
中
心
に
解
説
し
た
冊
子
「
み
ん

花
壇
オ
ー
ナ
ー
制
度
を

導
入

愛
知
県

渥
美
町

牛
の
ふ
ん
尿
を

液
肥
と
し
て
供
給
へ

京
都
府

八
木
町

町
予
算
を
解
説
し
た

町
民
向
け
冊
子
を
全
戸
配
布

兵
庫
県

加
美
町

な
の
予
算
書
」
を
ま
と
め
、
町
内
全

世
帯
に
無
料
配
布
し
た
。
冊
子
は
Ａ

４
判
、
二
色
刷
り
、
全
六
七
ペ
ー
ジ

で
、
図
表
や
写
真
を
多
用
し
て
、
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
の
が
特

徴
。

�

�

　

吉
野
川
最
上
流
に
位
置
し
、
森
の

保
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
村
は
、
最
下
流
の
和
歌
山
市
と

「
吉
野
川
・
紀
の
川
水
源
地
保
護
に
関

す
る
協
定
」
を
結
ん
だ
。
森
林
保
全

の
た
め
、
同
村
内
に
「
和
歌
山
市
民

の
森
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
な
ど
、

水
源
地
保
護
に
向
け
、
一
体
的
な
総

合
施
策
を
推
進
す
る
。

　

宮
崎
県
警
高
鍋
署
管
内
の
高
鍋
、

木
城
、
川
南
、
都
農
、
新
富
の
五
町

は
、
行
政
を
ね
ら
っ
た
暴
力
団
や
右

翼
団
体
等
に
よ
る
不
当
な
要
求
や
暴

力
の
阻
止
を
目
的
と
し
た
「
不
当
要

求
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
要
綱
」

を
共
同
で
策
定
し
た
。連
携
し
て
暴
力

の
阻
止
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

三
つ
の
島
か
ら
成
る
村
は
、
健
康

増
進
法
施
行
を
受
け
、
九
月
一
日
か

ら
村
内
の
四
小
中
学
校
の
敷
地
内
を

全
面
禁
煙
と
し
た
。
児
童
・
生
徒
の

受
動
喫
煙
を
徹
底
的
に
防
い
で
い
く

の
が
ね
ら
い
で
、
教
職
員
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
な
ど
の
来
訪
者
の
喫
煙

も
認
め
な
い
。

下
流
の
和
歌
山
市
と

水
源
地
保
護
協
定
を
締
結

奈
良
県

川
上
村
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随 想
　

十
五
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ゴ
ル
フ

狂
が
増
え
武
者
修
行
が
お
ろ
そ
か
に
な
る

と
の
理
由
で
、
ゴ
ル
フ
禁
止
令
が
出
さ
れ

た
と
い
う
。
日
本
の
ゴ
ル
フ
は
、
日
露
戦

争
の
前
年
神
戸
の
六
甲
山
頂
で
第
一
球
が

飛
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
時
中
の
ゴ

ル
フ
ァ
ー
達
は
、「
非
国
民
」
と
い
わ
れ
な

が
ら
も
、
唐
草
模
様
の
風
呂
敷
に
道
具
を

包
ん
で
通
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
執
念

た
る
や
壮
烈
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
こ
と

ほ
ど
さ
よ
う
に
ゴ
ル
フ
は
不
治
の
病
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　

私
も
数
年
前
大
病
を
患
っ
て
危
殆
に
瀕

す
る
状
態
と
な
っ
た
が
、
幸
い
大
事
に
至

ら
ず
、
す
ぐ
に
健
康
を
回
復
。
今
に
至
っ

て
は
前
に
も
増
し
て
頗
る
快
調
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
病
気
と
は
無
縁
で
、
身
体
に

は
絶
対
的
な
自
信
を
持
ち
、
若
い
と
き
か

ら 
暴  
虎  
馮  
河 
の
勇
を
も
っ
て
駆
け
ず
り

ぼ
う 
こ 
ひ
ょ
う 
が

回
っ
て
き
た
が
、
病
気
を
し
て
初
め
て
健

康
の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
、
日
頃
の
運
動

不
足
を
補
う
た
め
始
め
た
の
が
ゴ
ル
フ
。

白
球
が
青
空
の
下
、
弧
を
描
き
緑
に
吸
い

込
ま
れ
て
い
く
爽
快
さ
に
夢
中
に
な
り
、

以
来
球
の
行
方
に
一
喜
一
憂
を
繰
り
返
し

て
き
た
が
、
あ
る
と
き
、「
勝
負
と
い
う
の

は
全
勝
で
乗
り
切
る
な
ん
て
も
の
で
な

く
、
十
五
戦
し
て
八
勝
七
敗
か
、
九
勝
六

敗
ぐ
ら
い
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
作

家
の
阿
佐
田
氏
が
述
べ
て
い
る
の
を
思
い

出
し
、
健
康
の
た
め
や
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
と
言
い
聞
か
せ
、
常
に
大
ら
か
な
気
持

ち
で
臨
み
、
楽
し
く
愉
快
に
プ
レ
ー
す
る

こ
と
を
心
し
て
い
る
現
在
で
あ
る
。
以

来
、
一
向
に
上
達
は
し
な
い
が
、
趣
味
は

と
問
わ
れ
れ
ば
、
即
座
に
「
ゴ
ル
フ
」
と

答
え
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
場
は
自
然
の
織
り

成
す
美
と
、
芝
生
の
緑
の
美
が
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
成
績
を
別

に
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
ゴ
ル
フ
場
に
臨
む

と
気
分
が
す
っ
き
り
と
す
る
。
最
高
の
気

分
転
換
で
あ
る
。

　
「
人
間
が
森
か
ら
歩
み
で
た
も
の
だ
と

す
る
と
、
川
づ
た
い
に
下
流
に
向
か
い
、

群
れ
て
都
市
を
つ
く
っ
た
。
下
流
は
人
で

溢
れ
、
権
力
、
財
力
な
ど
全
て
が
集
中
す

る
。
豊
か
さ
の
た
め
の
ツ
ケ
を
、
上
流
に

押
し
付
け
て
い
る
。
上
流
に
は
、
か
つ
て

地
球
と
向
か
い
合
う
哲
学
が
あ
っ
た
。
下

流
は
そ
れ
を
無
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
怪

物
に
な
っ
た
。」こ
れ
は
大
都
市
へ
の
一
極

集
中
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
脚
本
家
倉
本
聡

氏
の
一
文
で
あ
る
。
雄
物
川
の
上
流
つ
ま

り
私
ど
も
の
山
間
部
は
、
自
然
豊
か
で
あ

る
が
、
奥
羽
山
脈
西
麓
に
位
置
し
て
い
る

た
め
、
冬
期
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
積

雪
に
難
儀
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
は
、「
釣
り
キ
チ
三
平
」
の
作

者
で
漫
画
家
の
矢
口
高
雄
先
生
の
出
身
地

で
も
あ
る
。「
ボ
ク
の
ふ
る
さ
と
は
奥
羽

山
脈
の
山
襞
の
中
の
寒
村
」
と
作
品
で
表

現
さ
れ
て
い
る
。
先
生
は
「
人
、
自
然
、

ふ
る
さ
と
」に
特
別
な
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、

こ
う
し
た
も
の
に
対
す
る
温
か
い
ま
な
ざ

し
、
子
供
の
頃
へ
の
郷
愁
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
時

代
と
な
っ
た
今
、
麦
わ
ら
帽
子
に
藁
草
履

姿
で
、
釣
り
に
熱
中
す
る
三
平
君
が
平
成

版
と
し
て
復
活
、「
日
本
人
は
、
か
つ
て
自

然
の
中
で
、
た
お
や
か
な
時
の
流
れ
に
身

を
ゆ
だ
ね
て
生
活
し
て
い
た
。
そ
ん
な
時

代
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
。」と
話
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
山
間
地
の
活
性
化
を
図
る
意

味
で
、
こ
の
地
で
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
は
、
と
考
え
つ
い
た
の

が
、
東
北
地
方
で
は
珍
し
い
、
ナ
マ
ズ
の

養
殖
で
あ
る
。
平
成
九
年
度
か
ら
内
水
面

魚
養
殖
事
業
と
し
て
、
食
用
ナ
マ
ズ
の
試

験
研
究
を
重
ね
、
こ
の
春
生
産
施
設
を
完

成
さ
せ
、
本
格
的
に
養
殖
に
乗
リ
出
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ナ
マ
ズ
は
味
が
淡
白

で
、
食
感
が
フ
グ
に
似
て
い
る
。「
山
フ

グ
料
理
」
と
い
う
名
で
、
刺
身
、
天
ぷ
ら
、

マ
リ
ネ
、
蒲
焼
な
ど
に
し
て
出
し
た
と
こ

こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
人
気
料
理
に
な
っ
た
も

の
で
、
町
の
特
産
品
と
し
て
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
の
転
作
田
に
作
付
け
し
た
そ

ば
を
活
用
し
た
「
三
平
そ
ば
」、
玄
そ
ば
の

挽
き
た
て
、
打
ち
た
て
、
茹
で
た
て
の「
そ

ば
の
三
だ
て
」
を
基
本
と
し
、
手
打
ち
独

特
の
風
味
と
、
腰
の
強
さ
で
大
変
好
評
を

博
し
て
い
る
、
地
元
の
母
さ
ん
方
に
よ
る

典
型
的
な
田
舎
そ
ば
で
あ
る
。
こ
う
し
た

特
産
品
開
発
と
、「
釣
り
キ
チ
三
平
の
里
」

整
備
構
想
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
と

共
に
、
山
間
地
の
集
落
の
再
生
を
目
指
し

て
お
り
、
地
域
の
方
々
が
中
山
間
地
域
を

魅
力
あ
る
地
域
と
自
信
を
持
っ
て
、
自
己

表
現
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
事
業
展
開
し

て
ま
い
り
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　■
 

趣
味
と
三
平
の
里

秋田県町村会長

 増  田 町 長
ます だ

石 山 米 男

△漫画「釣りキチ三平」矢口高雄　原作
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総
務
省
は
十
月
二
四
日
、
平
成
十
五
年

四
月
一
日
現
在
の
「
地
方
自
治
情
報
管
理

概
要
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

市
町
村
の
電
子
自
治
体
へ
の
進
捗
状
況

で
は
、
①
庁
内
横
断
的
な
情
報
化
推
進
委

員
会
等
を
設
置
し
て
い
る
の
は
一
、
〇
五

四
市
町
村
、
②
情
報
統
括
責
任
者
（
Ｃ
Ｉ

Ｏ
）
を
任
命
し
て
い
る
の
は
五
五
五
市
町

村
、
う
ち
、
助
役
を
任
命
し
て
い
る
の
が

三
七
四
市
町
村
、
③
電
子
自
治
体
に
向
け

た
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
る
の
は
七
二

九
市
町
村
、
④
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

を
策
定
し
て
い
る
の
は
九
四
七
市
町
村
、

⑤
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
実
施
し
て
い
る
の
は

二
、
九
九
六
市
町
村
、
う
ち
、
サ
ー
バ
及

び
端
末
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
実
施

し
て
い
る
の
が
二
、
八
三
七
市
町
村
、
⑥

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
を
実
施
し
て
い
る
の

は
一
八
三
市
町
村
―
等
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
町
村
の
保
有
す
る
情
報
機
器
の
種
類

及
び
整
備
状
況
等
で
は
、
①
パ
ソ
コ
ン
の

設
置
台
数
は
九
二
四
、
九
一
五
台
、
う
ち
、

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

に
接
続
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
は
八
〇
、
〇

九
五
台
、
②
全
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
接
続
し
て
い

る
の
は
二
、
九
一
九
市
町
村
、
③
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
一
、
一
〇
三
市
町
村
、
う
ち
、

固
定
資
産
税
業
務
に
利
用
し
て
い
る
の
が

五
九
一
市
町
村
―
等
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い

る
の
は
三
、
一
五
三
市
町
村
、
う
ち
、
三
、

〇
四
〇
市
町
村
が
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
紹

介
を
、
ま
た
、
二
、
九
八
七
市
町
村
が
観

光
・
物
産
情
報
等
の
紹
介
を
実
施
し
て
い

る
。

地
方
自
治
情
報
管
理
概
要
ま
と
ま
る

―
総
務
省
―

食
品
安
全
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
公
表 

―
内
閣
府
―

　

近
年
、
国
の
内
外
か
ら
意
図
的
・
非
意

図
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種
が
、
地
域

固
有
の
生
態
系
な
ど
に
対
し
大
き
な
脅
威

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
中
央

環
境
審
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
外
来

種
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
同
審
議
会
野
生

生
物
部
会
移
入
種
対
策
小
委
員
会
が
「
移

入
種
対
策
に
関
す
る
措
置
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
の
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

報
告
で
は
、
今
後
の
外
来
種
対
策
に
関

す
る
措
置
の
基
本
的
な
考
え
方
を
、
①
悪

影
響
の
あ
る
外
来
種
の
導
入
・
定
着
を
予

防
す
る
こ
と
が
費
用
対
効
果
の
点
か
ら
も

望
ま
し
く
、
侵
入
し
た
場
合
は
早
期
排
除

が
効
果
的
、
②
生
物
多
様
性
や
農
林
水
産

業
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
侵
略
的
な

外
来
種
に
対
す
る
制
度
的
な
措
置
を
検
討

す
べ
き
ー
等
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

制
度
化
に
当
た
っ
て
は
、
①
問
題
を
生
じ

て
い
る
か
、
そ
の
お
そ
れ
の
高
い
外
来
種

に
つ
い
て
、
計
画
的
に
防
除
で
き
る
仕
組

み
を
設
け
、
防
除
が
必
要
な
地
域
ご
と
に

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
防
除
実
施
計
画

を
策
定
す
る
、
②
固
有
種
が
多
く
生
息
す

る
な
ど
、
特
に
外
来
種
に
よ
る
影
響
を
防

止
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
域
は
、
特
別
な

管
理
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
検
討
す

る
、
③
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種
に
つ
い

て
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
緊
急
的

な
防
除
な
ど
早
期
の
対
応
が
と
れ
る
よ
う

に
す
る
ー
等
を
検
討
す
る
べ
き
と
し
て
い

る
。

移
入
種
対
策
に
関
す
る
措
置
の
在
り

方
に
つ
い
て
中
間
報
告
ま
と
ま
る

　

内
閣
府
の
食
品
安
全
委
員
会
は
、
本
年

九
月
に
食
品
安
全
モ
ニ
タ
ー
四
七
〇
名
を

対
象
に
行
っ
た
食
品
安
全
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
十
月
二
十
日
付

け
で
公
表
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
本
年
七
月
一
日

に
同
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
じ
め

て
実
施
す
る
調
査
で
、
食
品
安
全
行
政
へ

の
期
待
や
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
意
識

を
把
握
す
る
た
め
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
九
六
・
一
％
が
食
品

安
全
基
本
法
の
制
定
等
の
新
し
い
食
品
安

全
行
政
を
「
評
価
す
る
」
と
回
答
。
ま
た

食
品
安
全
委
員
会
に
期
待
す
る
役
割
で
は

「
情
報
提
供
（
六
四
・
六
％
）」「
科
学
的
知

見
に
基
づ
い
た
リ
ス
ク
評
価
（
四
三
・
一

％
）」
を
挙
げ
る
人
が
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
食
品
の
安
全
性
の
観
点
か
ら

「
農
薬
」「
輸
入
食
品
」「
添
加
物
」「
汚
染

物
質
」
に
不
安
を
覚
え
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ

六
割
を
超
え
、「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
」
等

他
の
項
目
を
一
〇
％
以
上
引
き
離
し
て
多

か
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
汚
染
物
質
」
に
つ

い
て
は
「
環
境
ホ
ル
モ
ン
」
に
不
安
を
覚

え
た
人
が
最
も
多
か
っ
た
。

　

一
方
、
新
た
な
食
品
安
全
行
政
で
は
必

要
な
情
報
の
開
示
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
が
柱
と
な
っ
て
い
る

が
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不

適
切
で
あ
っ
た
事
例
で
は
、「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問

題
」
を
挙
げ
る
人
が
圧
倒
的
に
多
く
（
五

一
・
三
％
）、
次
い
で「
Ｏ
１
５
７
問
題
」を

挙
げ
る
人
が
多
か
っ
た
。
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